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萩市ＤＸ推進本部会議

令和８年４月２０日

総合政策部デジタル政策課



推進体制 2

萩市ＤＸ推進本部 市長・副市長・教育長・各部長

市のＤＸ推進に係る基本的方針、重要事項について協議を行う

萩市ＤＸ連携会議 WG担当課長、市内IT企業等（オブザーバー）

各ワーキンググループの検討事項について、技術的知見を有する

専門家の意見も取りまとめた上で、推進本部に提案を行う

ワーキンググループ 関係する業務の各担当者

ＤＸ推進に係る個別専門的な事項について、調査・検討を行う

萩市のＤＸ推進体制は、以下の三層の協議体により行う

重点取組事項 各部署からの提案・課題事項



庁内ＤＸアンケート結果 3
項目 内容 順位（人数）

住
民
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
向
上

住民窓口の改善 住民に申請書類を書かせない・オンライン予約等により待たせない窓口 1位（205人）

リモート窓口の導入 市役所から遠方の施設をリモートで繋いで窓口対応できる仕組み 3位（ 91人）

統合型ＧＩＳによる
地図情報管理

各部署で管理する地図データを共有・公開できるシステム 4位（ 72人）

市
役
所
庁
内
業
務

の
効
率
化

電子契約の導入 電子化された契約書により押印・製本・郵送などの手間がなくなる 2位（ 93人）

グループウェアの見直し 外部からメールやスケジュールを確認できるグループウェアなど 5位（ 61人）

データに基づいた施策立案 データ分析ツールの導入、活用方法の研修開催など 7位（ 38人）

庁内電話のクラウド化 携帯で業務電話を受けることができ、業務場所の制約がなくなる 9位（ 32人）

地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ

観光ＤＸの推進 観光クーポンの電子化や、スマホで移動が完結できる「MaaS」など 6位（ 58人）

地域全体で取り組む
仕組みづくり

地域住民・企業等と連携・共働する方法の研究・検討 8位（ 37人）

市内企業のＤＸ支援 デジタル化対応についての相談受付・アドバイスなど伴走型支援 10位（ 29人）

デジタル地域通貨の構築 地域内消費喚起や地域コミュニティ活性化を目的とした通貨 11位（ 14人）

メタバースの活用 仮想空間上でアバターを使って交流、今年度ふるさと納税で活用 12位（ 11人）

そ
の
他

・誰でも操作のできる端末の研究（タッチ操作だけでなく音声操作なども）
・問い合わせチャットボット、ＡＩチャットボットの活用
・庶務事務システムと人事給与システムの連動
・業務ノウハウの蓄積（業務マニュアルなどのフォーマット）
・業務のマネジメント管理（メンタルや健康状態の可視化・業務状況の把握・最適な人員配置）
・各種サービスのアカウント管理を行う認証基盤
・基本的なオフィスソフトの初心者研修
・医療用ＭａａＳ（医療機器を搭載した車両が訪問し、病院内の医師がオンラインで診療）

（ 15人）

第5回DX推進本部会議資料



本日の議題 4

グループウェア更新

電子契約

ＤＸ推進方針改定

その他

フロントヤード改革



ＤＸ推進方針改定 5

・令和８年４月改定



ＤＸ推進方針改定 6



本日の議題 7

グループウェア更新

電子契約

ＤＸ推進方針改定

その他

フロントヤード改革



グループウェアの更新 8

統合型グループウエアの検証

■検証目的 統合型グループウエア導入に向けた

現環境との比較・検証

■検証内容 操作性、連携性、業務効率、コスト等

■検証期間 令和7年7月15日～8月10日

→11月11日まで延長

■検証方法 小規模トライアル（当初30人→50人）

■検証期間 GWSと同じ

■検証方法 現在、一部の部署（情報政策課、DX推進室）で利用して

いるアカウントで、比較しながら検証（8人）



グループウェアの更新 9
現状の課題課題と検証結果

課題 現状 業務への影響 検証結果

①チャット履歴が確認
できない

Slack（無償版）は、90日で確
認できなくなる

過去の記録が追えない。大事なことは
別に保存する必要あり。

過去の履歴を制限なく確認で
きる。

②会議ツールのアカウ
ント不足

Zoom10アカウントを全職員
が共用
外部との会議がほとんど

数に限りがあるので、職員どおしの会
議に気軽に利用できない。
会議室不足に。

各職員に付与されため、アカ
ウント予約不要で、すぐオン
ラインMTGが開始できる。

③ファイルサーバの管
理負担

オンプレNAS＋職員対応
障害対応や予防的保守管理の必要性に
よる職員の負担増

大容量。必要なデータを削除
する必要なし。故障時メンテ
ナンスも不要。

④生成AIの活用不十分

exaBase内で運用
他システムとの連携はなし高
度モデル（GPT-4oなど）は、
文字数制限あり（GPT-3.5は無
制限）

高度なモデルは文字数制限があるため、
RAG機能などが使えなくなる。
他のシステムとの連携がないため、利
用用途が限られる。

文字数を気にせず利用可能。
個人で、RAG機能も利用でき
る。共有も可。その他機能も
豊富。

⑤情報がバラバラ
デスクネッツ／Slack／Box／
生成AIなどが連携していない

業務の非効率（二重入力、通知漏れ、
情報検索時間の増加）

１つのプラットフォームで連
携するので効率的で操作性も
アップ。

⑥コスト面の分散・高
額化

複数ツールの場合、有料版の
職員1人1アカウント付与は困
難（Slack・Zoom・BOX等）

無償版による機能制限による業務効率
の低下、共有使用による業務効率低下
やセキュリティリスクあり

各アプリごとにAIを入れるよ
りもかなり低価格



グループウェアの更新 10



グループウェアの更新 11



グループウェアの更新 12

Gensparkで作成



グループウェアの更新 13



本日の議題 14

グループウェア更新

電子契約

ＤＸ推進方針改定

その他

フロントヤード改革



電子契約導入について 15
大手３社の電子契約サービスのヒアリングを実施し、今年度の予算を確保

今後の概要スケジュール

作業内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電子契約WG協議

プロポーザル ⇒ ⇒

業者決定・契約 ⇒

導入支援 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

環境設定

業務ﾌﾛｰ検討

例規確認

事業者説明

職員研修

運用開始

TBD



電子契約導入について 16
今後の主な検討事項

№ 検討事項 検討内容

１ 全体的な業務フロー
現状の業務フローの把握と電子契約サービス導入後のフローについ
て

２
電子契約サービス上の承認
（宛先）フロー

電子契約上の契約書ファイルの流れ
例）自治体担当者⇒自治体承認者⇒契約先担当者⇒契約承認者

３ 契約日について
電子契約では署名された電子的なタイムスタンプが契約日となる
（地方自治法234条5項）ため、どのような整理とするかを検討

４
事業者のメールアドレスにつ
いて

いつ、誰が、どのような方法で確認するのか

５ 適用範囲について ある程度部署を絞った展開にするのか、全庁展開とするのか

6 問合せ窓口について
運用開始時期の問合せ窓口を具体的にどのようにするのか？Q&A集
の準備や質問フォームの設置等を検討

7 事業者説明会について いつ、どのタイミングで誰が、どのような形で実施するのか

8 周知方法について ホームページ、一斉配信（SNS、メール、はぎなび等）

9 職員研修について
いつ、どのタイミングで誰が、どのような形で実施するのか。運用
マニュアルの作成・展開など

・・・



本日の議題 17

グループウェア更新

電子契約

ＤＸ推進方針改定

その他

フロントヤード改革



フロントヤード改革 18

【フロントヤード改革】とは、住民と行政の接点（フロントヤード）における利便性向上と
業務効率化を一体的に目指す取組みです。

• 【接点の多様化・充実化】（オムニチャネル化）行政手続きのオンライン化だけでなく、
リモート窓口や身近な施設での申請サポートなど、対面と非対面を組み合わせ住民の利便
性を高めます。

• 【書かない・待たせない窓口】対面手続でも紙を前提とせず「書かないワンストップ窓
口」などを導入し、内部事務（バックヤード）とのデータ連携により処理を自動化・効率
化します。

デ



フロントヤード改革 19
現状と今後の動き

• 氏名等を印字する「書かない窓口」は一部で導入済み。ただし、データがバックヤードに連携されてお
らず、職員による再入力が必要である。

• 繁忙期には長時間の待ち時間が常態化しており、子育て支援などの手続きでは複数の課を回らなければ
ならず、市民に大きな負担となっている。

総合窓口発券 令和6年９月～令和７年８月データ分析



本日の議題 20

グループウェア更新

電子契約

ＤＸ推進方針改定

その他

フロントヤード改革



テレワーク勤務の本格実施 21
令和７年度申請状況の分析



テレワーク勤務の本格実施 22
人事課による2月実施のテレワークアンケート結果抜粋（職員163名が回答）

実施を見送った理由
回答人数
※複数回答可

業務内容が適さない 105

環境が整っていない 60

コミュニケーションが不十分になる 26

個人的な理由(集中できない、責任感の問題等) 18

上司や職場の理解がないため 3

■テレワーク実施職員の意見

• 電話対応や問合せ等の集中を遮ることがないため仕事に集中できた。
• 途中で別の案件が入らないため集中できる。
• コロナ時の自宅療養機関にただ休むだけに比べて事務が進んだ。
• 基幹系が利用できない。
• 紙を打ち出せない、必要な紙資料が確認できない。

■テレワーク未実施職員の意見



テレワーク勤務の本格実施 23
人事課による2月実施のテレワークアンケート結果から分析（職員163名が回答）



テレワーク勤務の本格実施 24
人事課による2月実施のテレワークアンケート結果から分析（職員163名が回答）

登庁



庁内電話のクラウド化 25
「クラウドPBX」とは市役所の電話交換機をインターネット上に置き、場所を問わず
スマホやPCで市役所の電話番号を使って電話の受発信ができるようにする仕組み。

レガシーな電話環境が、テレワークの推進の足かせになっている。
登庁前提の脱却に向けて「電話番」のための登庁をゼロにし、真のハイブリッドワークを実現する。



今後のスケジュール 26

R8.4月 5月 6月 7月 8・9月

WGメンバー決定

デモ期間

意見集約

プ
ロ
ポ

⇒

業
者
選
定

導入（整備）
周知・研修

仕様書完成
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